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安定性（microsatellite instability、以下 MSI）解析とゲノムコピー数異常（copy 
number aberration、以下 CNA）解析を行い、各病変におけるゲノム異常につ
いて比較検討を行った 








され、症例ごとで MSI 解析結果は共通していた。MSI 早期胃癌の発生がミス
マッチ修復（mismatch repair、以下 MMR）機構の機能不全に起因するかを明
らかにするため、免疫組織化学染色を用いて 4 つの代表的な MMR タンパク
（MLH1, PMS2, MSH2, MSH6）の発現について評価した。その結果、MSI
早期胃癌 9 病変中 7 病変（78%）で MLH1 と PMS2 の発現が低下していた。
残りの 2病変は同一症例内で同時多発した病変であり、MSIと判定されたもの
の 4つの MMRタンパクの発現は低下していなかった。 
また、CNA解析では、全病変において様々なコピー数異常がみられた。同時
多発した MSS 早期胃癌症例では、4 例中 3 例に、同一症例内の病変で APC, 































なお、本学位授与申請者は、平成 31年 4月 10日実施の論文内容とそれに関
連した試問を受け、合格と認められたものである。 
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